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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】屋内外広告物の形態のうち垂れ幕用として使用
可能な広告用シートを提供する。
【解決手段】上からポリ塩化ビニル系表紙層１０、接着
層２０、ポリオレフィン系基材層３０を含む。これによ
り、ポリ塩化ビニル樹脂を使って表紙層を形成し、この
表紙層の下部にポリオレフィン系織物あるいはポリオレ
フィン系フィルムを形成し、前記層間に接着力を確保す
るための別の接着層で構成され、印刷性に優れ製品全体
の重量を軽くすることから使用上の便利性が向上する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　上からポリ塩化ビニル系表紙層、接着層、ポリオレフィン系基材層を含む広告用シート
。
【請求項２】
　基材層の下部に接着層及びポリ塩化ビニル系裏紙層をさらに含む請求項１に記載の広告
用シート。
【請求項３】
　基材層の比重が０.８ないし１.１であることを特徴とする請求項１または２に記載の広
告用シート。
【請求項４】
　基材層がポリオレフィン系織物またはフィルムよりなることを特徴とする請求項１また
は２に記載の広告用シート。
【請求項５】
　接着層がポリエステル系樹脂よりなり、イソシアネート系硬化剤を混合して熱硬化させ
ることを特徴とする請求項１または２に記載の広告用シート。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は既存の屋内外広告用素材のうち垂れ幕用として主に使用されるシート製品に係
り、さらに詳しくは印刷性に優れ、かつ重量を下げた広告用シートに関する。
【背景技術】
【０００２】
　現在幅広く使用されている製品はポリエステル素材で制織した織布を２枚のポリ塩化ビ
ニル樹脂の間に挟んで熱圧着を通じて貼り付けて使用している。この製品は印刷性と耐久
性に優れているが、素材それ自体が有する特性上重量を下げるのに限界があって、特に広
幅の製品は取扱と使用上短所を抱えている。
【０００３】
　韓国特許公開第２００４-７４２２８号には広告用シートとしてポリオレフィン織物と
ポリオレフィン系樹脂層を形成して重量を下げる方法が開示されているが、印刷性を確保
するために別のコーティング層を形成すべき短所を抱えている。
【０００４】
　韓国特許登録第４５２２７２号にはＰＥＴ不織布シートの両側面にＬＤＰＥ混合物がＴ
-DIE方式で圧出して塗布され、冷却ローラとかみ合う弾性ローラの加圧によって均一に塗
布されたシートの一側面に印刷のためのインクジェットをコーティングする場合に接着力
増進のためのプライマー層を形成して製造されることを特徴とする広告用素材のＰＥバナ
ーの製造方法が開示されているが、ポリエステル系であるＰＥＴを使用して銃慮を下げる
のに限界があるのみならず、別のコーティング層を形成すべき短所がある。
【０００５】
　韓国実用新案登録第４０１０６８号には両面の形成のためのＰＶＣシート紙の間にこれ
と同じ規格のＰＥＴシータ紙が接着層によって接着され合紙した状態で提供するようにな
った印刷品質が優秀になった広告用バナーシートが開示されているが、ポリエステル系の
ＰＥＴを使って重量を下げるのに限界がある。
【０００６】
　このように従来の広告用シートは印刷適性、製品重量などにおいて使用する素材別に短
所を抱えている。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明は前述したような短所を改善するために案出されたもので、その目的は印刷性に
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優れ、かつ低重量の広告用シートを提供するところにある。
【０００８】
　また、異種素材間の接着力確保を通じて耐久性及び諸般使用物性を確保し、ロール状の
連続作業が可能になって安価な生産コストを確保しようとするところにその目的がある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明は前述した目的を達成するため、上からポリ塩化ビニル系表紙層、接着層、ポリ
オレフィン系基材層を含む広告用シートを提供する。
【００１０】
　本発明の他の実施例によれば、基材層の下部に接着層及びポリ塩化ビニル系裏紙層をさ
らに含む広告用シートを提供する。
【００１１】
　本発明において基材層の比重は０．８ないし１.１であることが望ましい。
【００１２】
　既存製品の場合、ポリエステル(比重約１.４) 素材を使って重量を下げるのに限界があ
ったが、本発明の場合相対的に低比重のポリオレフィン(比重約０.９)素材を使用して低
重量の製品の製造が可能になる。
【００１３】
　ポリオレフィン系素材は低重量であるが印刷適性と接着性が相対的に低いので、印刷適
性に優れたポリ塩化ビニル樹脂を表紙層として使用し、別の接着層を適用して印刷適性と
接着性を確保できる。
【００１４】
　本発明において基材層はポリオレフィン系織物またはフィルムよりなり、それぞれ広告
用として使用する際求められる物性によって選択することができる。通常、織物を基材層
として使用する場合は広告用シートが柔軟性を必要としたり、織物による印刷面のエンボ
効果を期する場合である。また、平らな印刷面を必要とする場合は基材層としてフィルム
を使用する。
【００１５】
　本発明において異種素材で構成される基材層と表紙層/裏面層との間の接着力を確保す
るため、接着層はポリエステル系樹脂よりなり、イソシアネート系硬化剤を混合して熱硬
化させることが望ましい。
【００１６】
　本発明の広告用シートは２種類の形態に商用化でき、製品の両面に印刷が可能なことか
ら両面広告が可能な製品構造(図１)と、製品の片面に印刷が可能な構造（図２)が可能で
ある。
【００１７】
　具体的に、第１に、表紙層がポリ塩化ビニル樹脂よりなり、表紙層の下部に接着層を有
し、接着層の下部にはポリオレフィン系織物あるいはポリオレフィン系フィルム層で構成
される片面印刷可能な広告用シート、第２に、表紙層と接着層及びポリオレフィン系織物
あるいはポリオレフィン系フィルム層、接着層, 裏紙層とから構成される両面印刷可能な
広告用シートとして商用化できる。
【００１８】
　本発明に基づき製造された広告用シートは、図１及び図２の断面図で示したような構造
よりなることによって、今まで多用されている表紙層の素材がポリ塩化ビニル樹脂よりな
り、ポリエステル織物で構成された従来の製品と同等な印刷性を確保でき、低重量の製品
が可能なので取扱いやすく、またポリオレフィン樹脂を使用することによって別の層を追
加して印刷性を補った従来の製品より優れた印刷品質とコストで生産可能な特徴がある。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
　以下、添付した図面に基づき本発明を詳述する。
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【００２０】
　図１は本発明の一実施例による両面印刷可能な広告用シートの断面図であって、該広告
用シートは、上から表紙層１０、接着層２０、ポリオレフィン系基材層３０、接着層２０
、裏紙層４０とからなっている。
【００２１】
　表紙層１０と裏紙層４０は印刷適性に優れたポリ塩化ビニル樹脂よりなり、その構造の
場合両面印刷が可能になる。
【００２２】
　基材層３０は低重量のポリオレフィン織物あるいはポリオレフィンフィルムよりなる。
具体的には、ポリエチレンあるいはポリプロピレンのようなポリオレフィン樹脂を使って
フィルムあるいは網状より製織された織物を用意し、この過程は従来の技術で既に説明し
たことがあるので、その詳細な説明は省く。基材層３０の厚さは１０ないし２００μｍ程
度が望ましい。
【００２３】
　表紙層１０の下部にはポリエステル樹脂を主成分として使用する接着層２０を導入する
ことによって、表紙層１０及び裏紙層４０とポリオレフィン織物あるいはポリオレフィン
フィルム３０との結合力を確保することができる。
【００２４】
　図２は本発明の他の実施例による片面印刷可能な広告用シートの断面図であって、この
広告用シートは、上から表紙層１０、接着層２０、ポリオレフィン織物あるいはポリオレ
フィンフィルム３０で構成されている。
【００２５】
　図２の広告用シートは図１の構成において裏紙層４０とその上部の接着層２０が除かれ
た構成であって、片面印刷が可能な製品である。原料は図１の製品に説明した通りである
。
【実施例１】
【００２６】
　基材層３０としてポリオレフィンフィルムのうち厚さ５０μｍのポリプロピレンフィル
ム(比重０．９)を使用したし、広告印刷面になる表紙層１０と裏紙層４０はポリ塩化ビニ
ル樹脂と可塑剤、安定剤などが添加された原料を使用してカレンダ工法を通じて厚さ１５
０μｍになるように製造した。
【００２７】
　表紙層１０とポリプロピレンフィルム１０との間に結合力を確保するため、ポリエステ
ル樹脂が溶解された組成物をグラビアコーティング法でコーティングし、１００℃の乾燥
オーブンで３０秒間加熱して接着層２０を厚さ２μｍになるよう製造したし、この際連続
的に乾燥オーブン後予め用意した表紙層１０との熱ラミネートを通じて片面に印刷の可能
な製品を製造した。
【実施例２】
【００２８】
　実施例１で製造された製品のポリプロピレンフィルム３０の下面に同様なコーティング
法と原料で接着層２０を形成し、予め用意した裏紙層４０を熱ラミネートして両面印刷が
可能な製品を製造した。
【産業上の利用可能性】
【００２９】
　本発明は屋内外の広告物の形態のうち壁掛け用として使用可能なバナー製品に係り、ポ
リ塩化ビニル樹脂を使って表紙層を形成し、この表紙層の下部にポリオレフィン系織物あ
るいはポリオレフィン系フィルムを形成し、前記層間に接着力確保のための別の接着層を
構成することによって、既存のポリ塩化ビニル素材のバナー製品と同等な印刷性具現が可
能であり、製品全体の重量を軽くすることによって使用と取扱上の便利を図っており、ま
た表紙層としてポリオレフィン系樹脂を使用し、別の層を形成して印刷が可能なように構
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成した従来の製品より優れた印刷品質の確保が可能であり、製造工程を単純化して割合に
安価な製造コストで生産が可能である。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
【図１】本発明に係る広告用シートの両面に印刷が可能な製品の断面図である。
【図２】本発明に係る広告用シートの片面に印刷が可能な製品の断面図である。
【符号の説明】
【００３１】
１０: 表紙層
２０: 接着層
３０: ポリオレフィン系基材層
４０: 裏紙層

【図１】

【図２】
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